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固 体 と液 体 の 構 造 に つ い て
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ここでN,Ⅴ, Tは体系の粒子数,体積,温度であり･'riはi番目の粒子の位



















p(i)(rl)- Pl 〔 1十 ¢ (r l) ラ




















であるo lTG(k)が実軸上に零点を持たないとき苫 はや(Ⅹ)が常に存在し,小･ft ぺ-,一▲レ
さなPerturbation uo,再 ま一体分布函数だ小 さな変化 pl¢ を引き起すに
すぎない占､.ノしかし:1-a-(近) が実朝 上に零点をもつ場合には¢(I),が存ニー･在しな
了くな り,これ櫨小 さなpertur-Dation について液体状態が不安定にな るーこと1
を意味する｡ hard-sphere gas のときG(近)を計算してみると,ある密度
以上では 1I-a,(k).Lの零点が実軸上に存在するようになることが分 り,Kir-
kw90.d はこのことか らhard-I.sphere gas においても密度一定とい う液体
状態が不安定になることがあ り, したがってよ り安定の状態 (固体状態 )の存
在を推論している｡




相変化の存在は意味しない｣とい うように蕃解釈を試みたo Lか し,外場を
perturモ)ation と考える限 りinstabilityは起 らない ことが証明され, こ
の再解釈も成立しなくなった｡ このことはKirkwOOd･の計算.と一見矛盾するよ
うであるが,そうではなく,外場によるperturbation と考えるときにはズ




一Pe‡･iod-ic l⊃ound-art con°.itionsの下で外場のない固体を扱 うと前 に












p(2)(rl,r2.)の long range co rrelation の 原 因 はp(I)(I)にあるO･
P) uniform d･ensity approach
translat土onal sylnlnetry を保ったまま固体を扱 う立場で.,二体分布
函数P(2)(rl,r2)またはβ(2)(rl,r2)/P(1)(rl)が固体と液体で異なると考え
5)

















flooverもRee は計算機を使って comlnunal entropyを計算することた
成功し,特にhard.spheregas の場合次のような結果を得でいる｡ C'ioBe
-packed･d･ensity の60%程度までの密度ではCOmmunal entrOPyは密



















8)Jean- Pierre'flan･S'en an且L.Verlet,PhaseTransition of
theLennard-- Jones;SystemL(prepri'nt) ;
Jean -Pierre員ansen,･TheClassical L畠nnard - Jones
solid.at-ove theTripie土Joint Te:ilperature (preprint).
KirkwOOd_=nstabilityのI)ynamicalを側面
東大物性研 小 林 謙 二
Liq_u･id--CryStal相転移はLiquid- Gasの相転移に比べて大変むずか し
く,今だにCOmPrehens.ivetheOry はないと言ってもよいであろうO-
融解 (あるいは凝固 )の理論は大きく分けるとLennard--Jone.a-I)evOn-
shire 型のCellモデルに立脚するものと丘irkwood_型のものになるO
Kirkwood_はすでに 1959年にある種の仮定の下に比ard-spb･ere系の動径
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